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３. ２. １. 動詞の選択基準
　三好（２０１１）の選択基準を参考に、以下の観点で8語の他動詞を選択した。第一に、「中国で現在
使用されている漢字＋かな」の形となり、動詞単独で見た場合に「訳語だけでは正確な意味の理解
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プ1は明示的帰納法で語群 A を、暗示的帰納法で語群 B を学習した。グループ２は明示的帰納法で




















































いて、明示的帰納法、暗示的帰納法の実施順の違いによる差がないことを Mann-Whitney の U 検定
で確認した。
４. ２. コロケーション適切性判断課題の結果（研究課題１）













直後テスト    遅延テスト
明示的帰納 ＞ 暗示的帰納の人数（%） ２３人（８２.１%） ２０人（７１.４%）
明示的帰納 ＝ 暗示的帰納の人数（%）  1人（ ３.６%）  3人（１０.７%）
明示的帰納 ＜ 暗示的帰納の人数（%）  4人（１４.３%）  5人（１７.９%）







法と暗示的帰納法の間に p = ０.００４で有意差が確認された。明示的帰納法の優位は遅延テストでも
持続していたことがわかった。

















直後テスト    遅延テスト
明示的帰納 ＞ 暗示的帰納の人数（%） ２２人（７８.６%） １７人（６０.７%）
明示的帰納 ＝ 暗示的帰納の人数（%）  2人（ ７.１%）  5人（１７.９%）
明示的帰納 ＜ 暗示的帰納の人数（%）  4人（１４.３%）  6人（２１.４%）



























明示的帰納 ＞ 暗示的帰納の人数（%）  9人（３２.１%） １２人（４２.９%）
明示的帰納 ＝ 暗示的帰納の人数（%） １４人（５０.０%）  9人（３２.１%）
明示的帰納 ＜ 暗示的帰納の人数（%）  5人（１７.９%）  7人（２５.０%）











































直後テスト    遅延テスト
明示的帰納 ＞ 暗示的帰納の人数（%）  5人（１７.９%）  7人（２５ %）　
明示的帰納 ＝ 暗示的帰納の人数（%） １２人（４２.９%）  6人（２１.４%）
明示的帰納 ＜ 暗示的帰納の人数（%） １１人（３９.２%） １５人（５３.６%）
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（   ） 1. 稲
いね
（水稻）を割る












（   ）1.「割る」の読み方は「わる」である。
（   ）2.「失う」の読み方は 「あしなう」である。
